


















要約:昭和 59 年度に思春期保健対策をテーマとした健全母性育成事業がスタートして以来、

全国各地で思春期への関心が急速に高まっている。思春期の子ども達を対象とした電話相

談に加えて、学校との連携の中で保健婦が性教育を担当したり、国が予算化した主婦等を

対象とした健康福祉教室を受けて、集団指導への広がりがみられるなど、地域母子保健活

動の重要なテーマとして思春期が定着しつつあるように思われる。 

本年度は昨年と同様、都道府県レベルで実施している健全母性育成事業あるいは類似事業

について調査するとともに、本年度新たに始まった主婦等を対象とした思春期教室のモデ

ルとなるような事業を既に行っている機関に調査表を送付し、その先進的な活動の実態を

明らかにした。 


